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厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患政策研究事業 

難治性の肝・胆道疾患に関する調査研究 

分担研究報告書 

 

原発性胆汁性肝硬変に対する肝移植後予後因子に関する 

多施設前向き研究 

 

研究分担者  江川 裕人    東京女子医科大学 特任教授 

研究協力者  小木曽 智美   東京女子医科大学 講師 

 

研究要旨：原発性胆汁性肝硬変に対する肝移植後予後因子を明らかにするために、多施設

前向き研究をおこなう。令和４年３月３１日に登録を終了し令和 8 年３月３１日まで観察

を行う。16施設から 119例が登録され、脱落 5例後、114例経過観察中である。 
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Ａ．研究目的 

原発性胆汁性肝硬変に対する肝移植後予

後因子を明らかにする 

 

Ｂ．研究方法 

多施設前向き研究 

登録症例について前向きに臨床情報を集積

し、解析する。 

 

（倫理面への配慮） 

同意取得時において年齢が 20歳以上の、本

研究の参加にあたり十分な説明を受けた

後、十分な理解の上、患者本人（代諾者が

必要な場合は代諾者）の自由意志による文

書同意が得られた患者を対象とする。治療

介入は行わない。 

 

Ｃ．研究結果 

情報集積中である。 

 

Ｄ．考察 

情報集積中である。 

 

Ｅ．結論 

情報集積中である。 

 

Ｆ．研究発表 

 1.  論文発表 

なし 

 

 2.  学会発表 

なし 
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Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む。）  

 1. 特許取得 

なし 

 

 2. 実用新案登録 

なし 

 

 3.その他 

 なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


